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モニタリングの実施について
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R5.12月開催の「SDGs推進本部（本部長：内閣総理大臣）」において「持続可能な開発目標(SDGs）実施
指針」が改定された。

同実施指針の「地方自治体に期待する役割」に以下の内容が位置づけられている。
・進捗を管理するガバナンス手法を確立すること
・情報発信と成果の共有として、SDGs達成に向けた取組を的確に測定すること
・ローカル指標を設定すること

県の方針

県では、R3.9月に「沖縄県SDGs実施指針」を策定している。

同指針において、取組状況等のモニタリング（進捗のフォローアップ）を実施する重要性が位置づけら
れており、SDGs達成に向けた進捗状況等を、多くの人々の参画のもと透明性をもって点検し、フィード
バックを図る旨が記載されている。

「持続可能な開発目標(SDGs）実施指針改定版（国策定）」及び「沖縄県SDGs実施
指針」を踏まえ、沖縄県内の取組状況等のモニタリングを実施する。

モニタリングの実施については、モニタリング報告書（素案）について「SDGs
専門部会」、「SDGsアドバイザリーボード会議」の意見を収集し、「沖縄県SDGs
推進本部」に報告後、公表する（モニタリング推進体制）。

国の方針



報告書（素案）の構成について
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モニタリング報告書（素案）については、昨年度のSDGs専門部会、SDGsアドバイ
ザリーボード会議の意見等を踏まえ、構成等を見直している。

（主な見直し）

・モニタリングの背景・動向、モニタリング方法等の説明を追加した。

・各ゴールごとに、全国値と比較可能な指標により、県内の状況を評価する。

・国際動向の紹介は、国連の「持続可能な開発目標（SDGs）報告書」を会議資料として

共有する。

・取組事例の掲載については、「おきなわSDGsプラットフォーム」を含めた沖縄県の取

組事例、「おきなわSDGsプラットフォーム会員」による取組事例としている。

※「おきなわSDGsアクションプラン」に基づく評価は昨年説明のとおり実施

＜参考＞ 構成に関連する主な委員意見

・国際的な動向ではなく県内のSDGs推進の状況を中心に整理する。

・ゴール毎に沖縄の状況がどうなっているかを解りやすく整理する。

・アクションプランの指標以外の指標による評価も検討する。

・優良な取組事例の情報収集を行い、報告書にて紹介する。 等



【新】 今回の報告書（素案）構成 【旧】 昨年度の報告書イメージの構成

「沖縄県内のSDGs進捗状況のモニタリング報告書」

１ 報告書作成の背景
２ モニタリングにかかる外部動向
３ モニタリングのプロセス

４ 沖縄県内のSDGsに関するモニタリング

（１）17のゴールごとのモニタリング
進展度（前年度比較）、全国値との比較

（２）「おきなわSDGsアクションプラン」のモニタリング
全体の状況、優先課題の状況

５ 沖縄県内のSDGs活動状況

（１）「おきなわSDGsプラットフォーム」を含めた沖縄県の取組

（２）「おきなわSDGsプラットフォーム会員」の取組事例

６ モニタリング推進体制

【附属資料】
「おきなわSDGsアクションプラン」各指標の評価一覧表

※国際情勢は、同報告書の中で整理するのではなく、国連の
SDGs報告書（概要）を参考資料として共有する形で対応。

「沖縄の持続可能な開発目標レポート20XX」

１ 世界・日本・沖縄の概況（現状と課題）

２ SDGsの取組事例

（１）パートナシップに関する取組事例
※プラットフォーム（事務局）の活動例

（２）アクションプランに関する取組事例
・沖縄県の取組事例
・企業・団体等の取組事例

※プラットフォームにて発信された内容を
中心に公表情報から整理

３ アクションプランの進捗状況

導入を追加

追加

（参考）報告書（素案）の構成見直しに係る新旧対照表

情報量が多いため、各指標のデータは後段に整理。
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ゴールごとのモニタリングについて
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ゴールごとの県内の状況をモニタリングするため、関連する指標を選定した。
※選定にあたっては、内閣府の「地方創生SDGsローカル指標リスト」などを参考とした。

指標の選定にあたっては「全国値との比較ができる指標」、「年度ごとの現状値が
取得できること」の２つの基準を設け、SDGsのゴールに関連するキーワードからモ
ニタリングの方向性に重なる指標を選定した。

SDGsのモニタリングについては、様々な取アプローチがあるが、以下の視点から、
当面は独自に選定した指標によるモニタリングを実施することとした。

・選定した指標におるモニタリング結果が大きく変化（地域に合わせた評価が有効）

・安定した毎年のデータ更新（時期を含め）、各指標データ取得などに注視が必要

（参考にした指標群の例）

地方創生SDGsローカル指標リスト （内閣府）

230件のグローバル指標に対し、１～数件のローカル指標を選定している。

SDGs達成度評価指標 （自治体SDGsモニタリング研究会）

ゴール毎に2～3件の指標を選定している（56指標）。



5

5年ごとの調査

5年ごとの調査

（参考）地方創生SDGsローカル指標（内閣府）の抜粋
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（参考）地域SDGs達成度指標 （自治体SDGsモニタリング研究会）抜粋



ゴールごとのモニタリングの視点について
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国連広報センターの各ゴールの説明等からキーワードを抽出した。複数ゴールに関連するも
の（キーワード、指標など）は１つの主なゴールに整理した。

SDGsのゴール 指標選定にあたっての主な視点（キーワードなど）

1. 貧困をなくそう 持続可能な生計を確保するための所得と資源、飢餓や栄養不良、社会保障制度 等

2. 飢餓をゼロに 食料の生産・共有・消費の方法、農業生産性、農業への投資 等

3. すべての人に健康と福祉を 健康的な生活、平均寿命、保険制度のより効率的な財源確保、医療へのアクセス拡大 等

4. 質の高い教育をみんなに 質の高い教育機会、包摂的な教育へのアクセス 等

5. ジェンダー平等を実現しよう 政治・経済的意志決定プロセスへの参画、職場での男女平等 等

6. 安全な水とトイレを世界中に 適切な給水、衛生施設・衛生状態 等

7. エネルギーをみんなにそしてクリーンに エネルギー効率の改善、再生可能エネルギーの利用拡大 等

8. 働きがいも経済成長も １人当たり実質ＧＤＰ、労働生産性、賃金、失業率 等

9. 産業と技術革新の基盤をつくろう 技術の進歩、イノベーション、インフラへの投資 等

10. 人や国の不平等をなくそう 社会的弱者や疎外された人々 等

11. 住み続けられるまちづくりを 都市、都市住民、都市化がもたらす課題、効率的な都市計画、 等

12. つくる責任つかう責任 資源効率、持続可能な消費とライフスタイル 等

13. 気候変動に具体的な対策を 気候変動、温室効果ガスの排出量、レジリエント 等

14. 海の豊かさを守ろう 汚染による沿岸水域の劣化、海洋汚染 等

15. 陸の豊かさも守ろう 森林、生物多様性、天然資源の管理強化 等

16. 平和と公正をすべての人に 平和で包摂的な社会、殺人等の犯罪、子どもに対する暴力 等

17. パートナーシップで目標を達成しよう 各国政府・民間セクター・市民社会のパートナーシップ、実施手段（税収・債務等） 等
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ゴールごとのモニタリングの評価方法について

＜進展度の評価＞

SDGsの17のゴールごとに選定した指標について、沖縄県の現状値・前年値、全国値を収集・
整理し、各指標の評価と各ゴールの評価を行った。評価にあたっては、進展度と全国値との
比較結果の２つの視点から評価を行った。

＜全国値との比較結果＞

SDGsの17のゴールごとに選定した各指標について、前年度と現状値を比較し、進展、概ね維持、
後退の３段階で評価を行い、それぞれの指標数の割合をゴールごとに算定し、各ゴールの進捗度
を以下の基準により評価する。

判定 各ゴールの進捗度の判定基準

進展：進展している指標が50%以上、かつ後退している指標が30%未満

後退：進展している指標が30%未満、かつ後退している指標が50%以上

概ね維持：上記の２つの基準にあたらない場合

全国値と比較して沖縄県の現状値が進んでいる指標について、各ゴールの全指標（評価対象外の指
標を除く）に対する割合を算出し、全国値と比較した結果を評価した。

※規模が反映されていない指標は全国値との比較し評価が難しいと判断し、評価の対象外とする。

（全国値と比較して沖縄県の現状値が進んでいる指標数／全指標数）×100（％）

※報告書では全国値より改善して
いる指標の割合を棒グラフで示し、
各ゴールごとの色を着色

（例）

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 %



アクションプランのローカル指標に関する評価方法

① 進捗度の評価

② 達成度の評価

「おきなわSDGsアクションプラン」は、SDGsの17のゴール及びターゲットを踏まえ、地域課題
の解決とSDGsの目標達成に向けたモニタリング指標としてローカル指標を設定している。アク
ションプランでは、プラン策定時の沖縄県の現状値（当初値）と目標値を掲げており、これら
の進捗状況をモニタリングの中でフォローアップする。

「進展」 前年度値と比較して進展している

「維持」 前年度値と比較して概ね変わらない

「後退」 前年度値と比較して後退している

達成度（％） ＝（当該年度実績値 - 当初値）／（目標値 - 当初値）×１００
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アクションプランのモニタリングの評価方法について

各指標の評価については、前年度値と現状値を比較し、経年的な変化を以下の３段階で評価する。

※各統計方法の特性上、現状値が示せない指標につい
ては、統計データが確認できる年度に評価を行う。

※今回の評価においては、初回であることを踏まえ、前
年度値の代わりに当初値を使用する指標がある。

各指標の評価については、目標値に対する現状値の割合から目標値に対する達成度を算出する。

※各統計方法の特性上、現状値が示せない指標については、統計データが確認できる年度に評価を行う。


